































































































非時間差異 (NTD)料金| 時間差異 (TD)料金
費用
会(計A費C 用~ I 非(N時T間DA差C異)会料計金費用 | 時(T間D差AC異〉会料計金費用
限(界M費C)用 I 非(N時T間DM差C異〉限料界金費用 | 時(T間D差M異C)限料界金費用





























2) Mal岳s，R_H_ and R.G. Uhler (1982J， p.26. 
3) Ibid_， p.28. 




なわち， (a)需要家種別 (customerc!asses)の決定， (b)コストの機能区分 (func-



























ステ ツ 7. 
(手会NT計D費A用法C) 手会(T計D費AC用法~ I手限T界DM費C法用〉
レートメーキング目的の決定とコスティ 。 。 。
ング手法の選択
2. 収入リクワイアメントの決定 。 。 。
3. 料金デザインのためのコストの決定
① 需要家種別の決定 。 。 。
② コストの機能区分 。 。
③ コストの要素区分 。 。




⑧ 各ピリオドへのコストの配賦 。 。
⑨ 各種別へのコストの配政 。 。
4. 料金のデザイン
① レーティング・ピリオドの決定 。 。
② 料金型式の決定 。 。 。
③ 収入リクワイアメント調整 。 。 。




















































































9) Ibid.， p.27. 
10) TOD料金設定のベースとして TDAC手法と TDMC手法とを共に用いること
も可能である。その場合，一方の手法が出発点として選択され，他方の手法が料
金デザインにおいてコストの修正をガイドするために用し、られることになろう。
その具体的な適用例については Malko，J.R.， D. Smith and R.G. Uhler [1981]. 
p. ¥ID-11-2を参照されたい。
11)電気料金の設定目的に関する代表的な見解は. Bonbright， J.C. [1961]， p. 
291-2に述べられているが，最近では Munashinghe，M. and J.J. Warford 































12) Munashinghe， M_ and J.J. Warford (1982J， p.ll. 





























14) Crespi， G. [Dec. 4， 1980J， p. 19. 
15) Malko，工R.， D. Smith and R.G. Uhler [1981]， p. VI-24. 
16) Ibid.， p. VI-35. 


























18) Crespi， G. (Dec. 4， 1980J. p.20を参照されたい。 Crespiはこれら 3つのス
テップにおいて，主観的な判断がレート・アナリストに要求されると指摘してい
る。































W.J. Gillen and P. Smolensky (CGS) (1977Jにより開発されたモテツレと
National Economic Research Associates (NERA)により開発されたモデル
21) LILCOにおけるコスティング・ピリオドの決定方法については， Malko， J.R.， 
D. Smith and R.G. Uhler (1981] Ch. ¥n並びに LILCO経済調査部長 Robert
E. Ashburn氏よりのヒアリング (1982年12月30日実施〉に基づく。
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モデルのそれよりも相当容易かつ安価に別用可能なことによる。 Crespi，G_ [Dec_ 
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